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クローズアップCC地域活動便り

〜地域でさまざまな活動をしているCCクラブ員の身近な姿を紹介しています〜

２０２０．２．１０

取材：ＣＣクラブ地域連携部会

（後記） 最後に、1年生から大きな声で「ありがとうございました」とあいさつを頂き、

「また何かお手伝いしたいね」という思いをもって家路につきました。中には、ご自分が
在学中の時の校長先生の写真を見つけて、当時の話題が出たりして「赤羽小学校
は、地域から大切にされている感」を強くしました。
（石川）。

昔遊び
赤羽小学校

お手玉 リズムよく投げ
ると何回も回せること
が分かりました。
けん玉 持ち方に気を
付けるだけで、上手に
いくと教えてもらいまし
た。
羽子板 まず1 人で
やってみて上手なった
ら、2人・3 人で何回も
続けられるようになりま
した。

１月２９日（土）１０時半、赤羽小学校に１６名
の昔の小学生が集まりました。
内訳はＣＣクラブ会員が９名、地元有志が５
名、民生委員の方が２名。
けん玉・メンコ・お手玉・羽子板・コマ回しの
５ヶ所に分かれ、『昔遊び』がスタートしました。
参加者の中には「誰でもできるお手製メンコ」
を持参して来られた方や、ご自分の
お手玉を持参された方もおられました。

サポーターの皆さんの感想
・一緒に遊べて楽しかった。良かった。
・赤羽小の子どもたちは、1年生でもお行儀が
よくて、一緒に楽しんでくれた。
・お手玉など同じ目線ですると楽しさが共感で
きた。
・70年ぶりのけん玉だった。自分の頃は、けん
玉は男の子の遊びだったが、女子もけん玉を
するのに驚いた。
・マンツーマンで関わってあげると出来るように
なる。できた時の笑顔で嬉しくなった。

コマ回し

けん玉

お手玉

羽根つき

メンコ

後日、感謝の手紙
を頂きました。


